
令和元年度　第2次総合計画　前期基本計画　施策評価シート

※指標（年度目標）達成状況と事務事業の成果、協働（市民・地域・事業者等の取組）の視点を踏まえた評価 ／ 評価対象年度までの取組に対する評価

①
H30 R1 R2

⇒ ⇒ Ｂ
H30 R1 R2
● H30 R1 R2

②

⇒ ⇒
H30 R1 R2
●

③

⇒ ⇒
H30 R1 R2

④

⇒ ⇒
H30 R1 R2

⑤

⇒ ⇒
H30 R1 R2

【取組評価】●：順調に取り組めた　▲：取組に一部遅れあり　×：取組に大幅な遅れあり　－：評価対象年度後に取り組む予定（※まちづくり指標の年度目標と整合を図ること。）

通番 成果

【年度目標達成状況】★★★：達成、★★：達成率80％以上、★：達成率60％以上、☆：達成率60％未満、－：測定不能 ※記載内容については、裏面（事務事業）の内容と十分に整合をとること。

96.9

96.1

事務事業の見直し（スクラップ・アンド・ビルド/リセット）状況

96.8 96.2 事務事業名 廃止、休止、縮小、統合等の内容
② 水道料金の収納率

★★★ ★★

100.5% 99.7%

★★★ ★★★

★★ ★★★ ※「取組による成果（効果）・成果なしの理由」欄は、「成果」欄が「○」「△」の場合は財政負
担の軽減・平準化、市民サービス・行政効率の向上などの観点における取組成果（効果）
を、「×」の場合は成果なしの理由を記載する。
※記載内容については、裏面（行革関連事業）の内容と十分に整合をとること。

②
水道事業自己資本構成比
率

② 水道事業経常収支比率
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100.3% 101.4%96.1 96.1 96.1
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★★★★★★

121.0
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成果 取組による成果（効果）・成果なしの理由
2022
(R4)

2 統合浄水場整備事業 ○ 統合浄水場建設工事に着手できた。

① 浄水場施設数

★★★

100.0%

21.2 26.2

水道管（基幹管路）耐震化
率

100.0%

－

－ － －

85.1% 100.8%
％ ↑ 累計 －

90.0－ － 85.6 －
80.8

79.0
2017
(H29)

％ ↑ 単年度
－

26.0 30.9 35.8 40.7

－

★★

まちづくり指標 年度目標達成状況 行財政改革関連事業の取組状況

協働の
取組番号

指標名 単位 方向性
累計・
単年度

実績値
2011
(H23)

基準値
2016
（H28）

財政
効果額
（千円）2018

(H30)
2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2018
(H30)

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

上段：目標値　　　下段：実績値 上段：達成率　　　下段：年度目標達成状況
通番 事務事業名

①
上下水道等の整備の満足
度

－ －

①

将来あるべき姿

公営企業としての経営原則を踏まえ、上水道事業を健全に経営し、安全でおいしい水を安定して供給することにより、市民が安心して使用でき、快適なくらしが維持されています。

協働の取組（市の取組）　　計画内容 取組評価 成果（「●」の場合、その他ある場合） 改善事項等（取組評価「▲」「×」の場合、その他ある場合） 総合評価
上水道の安定供給

▲
基幹管路及び老朽配水管の耐震化工
事を計画的に実施することで、長寿命
化を踏まえた必要な施設整備を推進
することができた。しかし、統合浄水場
建設工事の着手はできたが、進捗の
目標には到達できなかった。

統合浄水場建設工事の令和２年度進捗目標を到達するため、工程
管理を行う。

一次
（内部） Ｂ集中監視システムを活用し、水質検査や施設の運転管理などの維持管理業務を適切に行うとと

もに、計画的に浄水場の統合や基幹管路の耐震化（強靭化）を実施するなど、長寿命化を踏まえ
た必要な施設整備を進め、安全でおいしい水を安定して供給します。 二次

（外部） Ｂ
水道事業の健全経営の維持

●
補助金を活用した老朽配水管の更新
を行った。また、高額の未払水道料金
支払請求事件の訴訟があり、料金収
納率は下がっているものの、その他の
経営指標が全て向上し、健全経営が
維持できた。

早期に債権回収を図る必要があるため、訴訟案件の勝訴に取り組
む。

国庫補助金を活用した施設の統廃合や更新、民間委託の推進などによる事業運営の効率化に
より、コストの縮減と費用の平準化を図ります。あわせて、主要財源である水道料金の収納率向
上や適切な料金体系の設定により、健全経営を維持します。

【Ａ】順調（十分な成果あり）
【Ｂ】若干の課題等があるが、概ね
順調（一部成果あり）
【Ｃ】取組（時期・内容）に改善が必
要

政 策 Ⅶ 安全でおいしい水と快適な生活環境が持続されたまち 計画書
施 策 1 上下水道事業の充実 146
主要施策 (41) 上水道事業の充実 ページ

【二次（外部）評価意見等】

単年度 96.4 96.1
96.3 96.5 96.6 96.7

95.8 96.1％ → 単年度

％ ↑ 単年度 102.3 120.7

96.1

施設 ↓ 単年度 3 3

121.0 121.0

120.5 123.9

3 3

121.0 121.0

3

％ ↑

部 上下水道部 課
管理課
工務課



■主要施策を構成する主な事務事業（新規・廃止等事業を含む。）

136,400 159,500

0

－ － － 0.0% 0.0% 0.0%

　 ○ ○

23,100

12 ①
水道施設更新事業（配水
池・加圧所）

○ 老朽水道施設（配水池・加圧所）更新の設計及び耐震化工事

－

25,300

0

－ － 0.0% － － 0.0%

　 　 ○

25,300

11 ①
加古川河川改修関連配
水管移設事業

○ 加古川河川改修事業に伴う関連配水管の移設工事

－

○ 　

統合 廃止

51,800 62,000

6.6% － －

○

R2年度以降は、通番３に統
合

48,583 4,078 52,661

93.8% － 46.3%

113,800

10 ①
都市計画道路滝野梶原
線道路改良関連配水管
布設工事

○ 都市計画道路滝野梶原線道路改良工事に伴う配水管布設工事

年度予定分の配水管布設工事を完了した。

× △ 継続 減額 ○ ○

106,603 119,402 226,005

84.5% 0.0% 41.0%

○ ○ ○ ○

106,677 551,451

－

◎

126,196 150,450 99,000 69,128

79.4% 0.0% 0.0%
○ 継続 維持 ○ ○

16,144

8 ①
市営住宅小元団地建替
関連配水管布設事業

市営住宅小元団地の建替えに伴う配水管布設工事

計画していた配水管布設工事を完了した。

継続 維持

○

完了予定 廃止

152,762 163,600 43,989

97.1% 0.0%

9 ①
老朽管更新(配水管耐震
化)事業

○ 老朽配水管更新の設計及び耐震化工事

老朽管更新の設計及び耐震化工事が完了し、耐震化を推進した。

○

135,101 158,915 294,016

88.4% － 81.6%

360,351

7 ①
青野ヶ原演習場等周辺水
道設置助成事業

○ 青野原駐屯地及び滝野南小学校(災害時避難所)周辺の配水管耐震化工事

年度予定分の耐震化工事が完了し、耐震化を推進した。

○ ○ 継続 維持 ○ ○

○ ○

140,350 51,001 191,351

99.2% － 87.1%

◎ 　

219,740141,433 78,307

65.1% － －
完了 廃止

○

継続 維持

59,100 149,166 96,910 225,500

93.9% 0.0% 0.0%

○

6 ①
水道未普及地域解消事
業(嬉野東地区)

水道未普及地域の解消
嬉野東地区L=12,040ｍ

平成29年度までに配管工事が完了し、水道の供用を開始し、水道未普及地域の解消がで
き、舗装本復旧工事が完了した。

－ ○ 完了 廃止 － ○

○ ○ ○

55,577 140,039 195,616

94.0% 0.0% 25.9%

225,500 756,176

5 ①
生活基盤施設耐震化等
交付金事業

○
基幹管路の耐震化（秋津浄水場・秋津配水池間（L=1.90km）、広沢浄水場・高区配水池間
（L=2.09km）、高区配水池・滝野配水池間（Ｌ=7.25km））

秋津浄水場・秋津配水池間（L=1.90km）、広沢浄水場・高区配水池間（L=2.09km）の工事
が完了し、耐震化を推進した。

○

○

○ 継続 維持 ○ ○

○ 継続 維持 ○
14,726 13,295 28,021

100.0% － 48.2%

○ ○ ○

58,19414,726 14,534 14,467 14,467

91.5% 0.0% 0.0%

355,476 1,650,847

0.0% 0.0% 0.0%

○

工事着手はできたが、令和
元年度目標進捗達成でき
なかった。令和２年度は、
工事進捗管理を行うことに
より、目標進捗達成する。

11,653 0 11,653

98.7% 0.0%

○ ○

○ ◎ ○

○ 継続 維持 ○ ○

継続 維持

○

継続 維持

4,600都市計画道路滝野梶原線、国道372号及び（仮）社西部線等の道路改良に伴う関連配水
管の布設工事

配水管布設工事の実施設計を行い、工事が完了した。

×
4,167 26,528 30,695

90.6% － 22.8%

134,67635,300 76,076 18,700

75.2% 0.0% 0.0%

○

4 ①
工事監理員派遣委託事
業

専門的知識を有する人材による円滑な現場対応を行うための工事監理員の派遣委託

工事監理員の派遣により、円滑な現場対応ができた。

× △ 継続 増額 × △

1 ① 水道施設維持管理事業

水道浄水施設管理技士等を有する民間事業者への運転管理業務の委託

2 ① 統合浄水場整備事業

○ 広沢、滝野浄水場の耐震化及び浄水機能の効率化を図るための統合浄水場の建設

○ 浄水場建設工事の実施設計を行い、工事着手ができた。

3 ①
道路整備関連配水管布
設事業

○

0.4%

○ ◎ ○ ○

894,612 2,945,847

100.0% 100.0% 0.0% 0.0%
継続 維持○

45,360 50,196 55,031 55,031

36.7%

○ ○ ○

○ 継続 維持 ○ ○

継続 増額

11,802 33,110

45,360 50,196 95,556

0.0%

○ ○

55,031 260,649

通
番

協働
の
取組
番号

事務事業名
重点

実
施
年
限

上段：事務事業内容〔2018(H30)～2022(R4)〕
下段：2018(H30)～2019(R1)年度の取組内容・成果

行革

改善事項等
※事中・事後評価で方向性「継
続」、予算「維持」「－」以外とし
た場合、その他ある場合

進
捗

成
果

2020（R2）反映 進
捗

成
果

主に2021（R3）反映 2018
（H30）

2019
（R1）

2020
（R2）

運転管理業務の委託契約により、安心安全な水道水を安定的に供給できた。

2021
（R3）

2022
（R4）

合計

R1事中評価 R1事後評価 上段：予算（計画）、中上段：決算【千円】、中下段：執行率、下段：実施有無

方向性 予算 方向性 予算

16,144

13,981 13,981

86.6% － － － － 86.6%

○



令和元年度　第2次総合計画　前期基本計画　施策評価シート

6,344

0

－ － 0.0% － － 0.0%

　 　 ○

6,344

13 ① 広域連携事業

○
断水事故や水質事故等緊急時の対応のための応急給水連絡管布設工事（丹波篠山市と
配水管が近接する平木地内）

－

184 9,366
アセットマネジメントの実施
結果を基に投資・財政計画
を精査し、令和4年度以降
に審議会で検討する。

5,170 5,170

－ 57.7% 0.0% 0.0% 0.0% 55.2%

　 ○ ○ ○ ○

減額 ○ ○ 継続 減額

8,960 111 111

16 ② 料金適正化事業

○
2020(令和２)年度から2023(令和５)年度までの適正な水道料金体系の設定、20214（令和
6）年度から2027（令和9）年度までの適正な水道料金体系の設定

○ ○ 継続
審議会に諮問し、長期50年間の財政計画で検討した結果、事業の持続性が危ぶまれるた
め、令和6年度に改定率5％の引上げと、これ以降は、12年サイクルで改定する案の答申
を得た。

予算（計画）　事業費　合計 676,024 797,326 824,330 2,108,510 1,470,030 5,876,220

決算　事業費　合計 628,127 616,987 0 0 0 1,245,114

執行率 92.9% 77.4% 0.0% 0.0% 0.0% 21.2%

45,101 48,363 93,464

100.0% 0.0% 37.1%

○ ○ ○ ○

51,626 251,68245,101 51,703 51,626 51,626

93.5% 0.0% 0.0%
15 ②

上下水道会計等事務業
務委託事業

賦課収納、開閉栓業務等の民間事業者への委託

水道会計等事務の業務委託により、円滑な業務を遂行した。

○ ○ 継続 維持 ○ ○

14 ② 水道ビジョン策定事業

○ 水道ビジョンの策定

運営審議会で協議を重ね、水道事業の基本計画となる「水道ビジョン」を策定した。

継続 維持

○

－ － － － 98.9%

○

7,000 7,000
５年を目安に基本計画を見
直す。
（進捗管理のみ）

6,925 6,925

98.9%



令和元年度　第2次総合計画　前期基本計画　施策評価シート

※指標（年度目標）達成状況と事務事業の成果、協働（市民・地域・事業者等の取組）の視点を踏まえた評価 ／ 評価対象年度までの取組に対する評価

①
H30 R1 R2

⇒ ⇒ Ｂ
H30 R1 R2
● H30 R1 R2

②

⇒ ⇒
H30 R1 R2
●

③

⇒ ⇒
H30 R1 R2
●

④

⇒ ⇒
H30 R1 R2

⑤

⇒ ⇒
H30 R1 R2

【取組評価】●：順調に取り組めた　▲：取組に一部遅れあり　×：取組に大幅な遅れあり　－：評価対象年度後に取り組む予定（※まちづくり指標の年度目標と整合を図ること。）

通番 成果

【年度目標達成状況】★★★：達成、★★：達成率80％以上、★：達成率60％以上、☆：達成率60％未満、－：測定不能 ※記載内容については、裏面（事務事業）の内容と十分に整合をとること。

148
主要施策 (42) 下水道事業の充実 ページ

政 策 Ⅶ 安全でおいしい水と快適な生活環境が持続されたまち 計画書
施 策 1 上下水道事業の充実

将来あるべき姿
公営企業としての経営原則を踏まえ、下水道事業を健全に経営し、適切に下水道を整備・更新することにより、公共用水域の水質が保全され、快適な生活環境が維持されています。
また、雨水排水施設の整備などにより、浸水被害が軽減されています。

協働の取組（市の取組）　　計画内容 取組評価 成果（「●」の場合、その他ある場合） 改善事項等（取組評価「▲」「×」の場合、その他ある場合） 総合評価
下水道の安定処理

● 下水道施設の長寿命化工事を計画的
に実施することで、快適な生活環境が
維持できた。

水洗化は達成率が99.9％となっているものの、引き続きＰＲを行い、
水洗化を推進する。

一次
（内部） Ｂ長寿命化を踏まえた下水道施設の計画的な整備と適切な維持管理により、快適な生活環境を維

持します。また、老朽化が進む施設の統廃合を進めるとともに、水洗化や不明水対策に取り組み
ます。 二次

（外部） Ｂ
下水道事業の健全経営化

● 施設の統廃合のための下水道法に基
づく事業計画を策定するとともに、経
営指標が目標を達成することで、経営
の健全化が推進できた。

収納率向上の取組として、現年度滞納分を優先に早期着手及び回
収に努めるとともに、悪質滞納者に対しては、法的措置を行う。

国庫補助金を活用した施設の統廃合や更新、民間委託の推進などによる事業運営の効率化によ
り、コスト縮減や費用の平準化を図ります。あわせて、主要財源である下水道使用料の収納率向
上や適切な使用料体系の設定により、経営の健全化に取り組みます。

【Ａ】順調（十分な成果あり）
【Ｂ】若干の課題等があるが、概ね
順調（一部成果あり）
【Ｃ】取組（時期・内容）に改善が必
要雨水排水施設の整備

● 河高地区の安取雨水ポンプ場、上中
地区雨水管渠整備を完了させ、施設
の定期的な点検により、有事に備え
た。

市街化区域などの下水道整備対象区域については、既設水路などのストックを活用しながら雨水
排水施設の整備を進めます。また、地理的要因などにより既設水路だけでは浸水対策が図れな
い区域については、個別対策を行います。

【二次（外部）評価意見等】

まちづくり指標 年度目標達成状況 行財政改革関連事業の取組状況

協働の
取組番号

指標名 単位 方向性
累計・
単年度

実績値
2011
(H23)

基準値
2016
（H28）

財政
効果額
（千円）2018

(H30)
2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2018
(H30)

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

上段：目標値　　　下段：実績値 上段：達成率　　　下段：年度目標達成状況
通番 事務事業名

①
上下水道等の整備の満足
度

① 下水道水洗化率
99.9% 99.9%94.4 94.5 94.6 94.7

－

－ － －

－ －90.0

成果 取組による成果（効果）・成果なしの理由
2022
(R4)

4
下水処理場統合整備
事業

○
令和２年度公共下水道接続工事のために必
要な詳細設計が完了した。

－

100.0%9 6
① 汚水処理施設数

★★

100.0%

94.2 94.3 ★★

100.2%

★★★

★★★ ★★★

★★★

★★★

59.4 106.9%
②

下水道事業自己資本構成
比率

97.1 97.2 ★★★
② 下水道事業経常収支比率

100.1%

57.4 60.2

56.3 57.3 58.4 103.9%
47.0 53.2

55.3

97.0 100.0

事務事業の見直し（スクラップ・アンド・ビルド/リセット）状況

※「取組による成果（効果）・成果なしの理由」欄は、「成果」欄が「○」「△」の場合は財政負
担の軽減・平準化、市民サービス・行政効率の向上などの観点における取組成果（効果）
を、「×」の場合は成果なしの理由を記載する。
※記載内容については、裏面（行革関連事業）の内容と十分に整合をとること。

事務事業名 廃止、休止、縮小、統合等の内容★★ ★★

③
流下能力不足による床上
浸水被害件数

② 下水道使用料の収納率
99.6% 99.6%98.2 98.3 98.4 98.5 98.7

97.8 97.9

件 → 単年度 1 0

98.0

2 0 ☆ ★★★

0.0% 100.0%000 0 0

94.3

101.097.0 100.5
％ ↑ 単年度 84.6 96.7

12 12 12
12 12

12 12

％ ↑ 単年度 97.2

％ ↑ 単年度

80.8
79.0
2017
(H29)

施設 ↓ 単年度

94.1％ ↑ 累計 90.7

－ － 85.6 －
％ ↑ 単年度

－ －

部 上下水道部 課
管理課
工務課



■主要施策を構成する主な事務事業（新規・廃止等事業を含む。）

改善事項等
※事中・事後評価で方向性「継
続」、予算「維持」「－」以外とし
た場合、その他ある場合

進
捗

成
果

2020（R2）反映 進
捗

成
果

主に2021（R3）反映
通
番

協働
の
取組
番号

事務事業名
重点

実
施
年
限

上段：事務事業内容〔2018(H30)～2022(R4)〕
下段：2018(H30)～2019(R1)年度の取組内容・成果

行革
2018
（H30）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

合計

R1事中評価 R1事後評価 上段：予算（計画）、中上段：決算【千円】、中下段：執行率、下段：実施有無

方向性 予算 方向性 予算

1 ① 不明水対策事業

汚水処理の安定化を図るための汚水管渠への雨水混入の調査及び修繕

雨水混入の調査を行い、対策が必要な箇所を修繕した。

26,400 122,782

21,708 13,140 34,848

0.0%

22,320 17,962 29,700 26,400

28.4%

○ ○ ○ ○ ○

97.3% 73.2% 0.0% 0.0%
継続 維持○ ○ 継続 維持 ○ ○

○ ○2 ①
マンホールポンプ場保守
点検管理事業

安定した汚水の流下能力確保のための汚水マンホールポンプ場(207か所)保守点検業務
の委託

保守点検業務の委約により、安定した汚水の流下能力を確保した。

11,885 12,018 23,903

100.0%
継続 維持

11,885 12,018 12,132 12,132

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 39.6%

○ ○ ○ ○ ○

12,132 60,299

○ ○ 継続 維持 ○ ○
0.0% 0.0% 33.7%

○ ○ ○ ○ ○

31,349 142,281

○ ○ 継続 維持

3 ①
下水処理施設維持管理
事業

公共用水域の水質保全のための下水処理場(12か所)運転管理業務の委託

運転管理業務の委託により、安定した汚水処理が実施できた。

22,307 25,675 47,982

98.9%
継続 維持

22,559 25,675 31,349 31,349

100.0% 0.0%

○ ○4 ①
下水処理場統合整備事
業

下水道効率化のための農集・コミプラ等(市内11か所)の公共下水道への接続

○ 公共下水道接続のための事業計画を策定し、来年度工事予定分の詳細設計が完了した。

令和元年度に詳細設計、
令和２年度以降接続工事
のため予算を増額する。

33,559 34,334 67,893

95.6%
継続 増額

35,100 46,680 464,900 286,664

73.6% 0.0% 0.0% 0.0% 6.6%

○ ○ ◎ ○ ○

202,554 1,035,898

0.0% 0.0% 0.0%

○ ○

66,000 165,000

○ ○ 継続 増額

9 ②
下水道ストックマネジメン
ト

事故や機能停止の未然防止のための下水道施設全体を一体的に捉えた計画的・効率的
な予防保全型管理計画の策定

－

0

－

99,000

－ －

○ ○5 ①
道路整備関連汚水管整
備事業

(仮称)社西部線ほか2路線の道路改良工事に伴う関連汚水管の布設工事

汚水管布設工事のために必要な実施設計を行い、工事が完了できた。

4,911 26,962 31,873

93.4%
完了 廃止

5,260 32,100

84.0% － － － 85.3%

○ ○

37,360

○ ○ 継続 維持 ○ ○
0.0% 0.0% 37.2%

○ ○ ○ ○ ○

14,467 69,935

× ○ 完了予定 廃止

6 ①
工事監理員派遣委託事
業

専門的知識を有する人材による円滑な現場対応を行うための工事監理員の派遣委託

工事監理員の派遣により、円滑な現場対応ができた。

11,989 14,059 26,048

99.9%
継続 維持

12,000 14,534 14,467 14,467

96.7% 0.0%

○ ○7
①
②
下水道施設長寿命化事
業

安定した汚水処理機能を持続させるためのせせらぎ東条と市内マンホールポンプ場の機
器更新工事

せせらぎ東条とマンホールポンプ場の機器更新の年度工事分を完了させ、安定した汚水処
理機能が確保できた。

令和元年度まで、せせらぎ
東条の大規模な更新工事
が完了したため、令和2年
度以降の予算は減額す
る。

73,613 113,392 187,005

96.0%
継続 減額

76,704 118,810 8,250 12,100

95.4% 0.0% 0.0% 0.0% 82.0%

○ ○ ○ ○ ○

12,100 227,964

○ ○ 継続 減額 ○ ○
－ － 69.8%

○ ○ ○

243,030

○ ○ 継続 減額

81,034 88,537 169,571

86.0%
完了予定 廃止

94,230 134,500 14,300

65.8% 0.0%

使用料適正化事業

○
2020(平成32)年度から2023(平成35)年度までの適正な下水道使用料体系の設定、2024
（令和6）年度から2027（令和9）年度までの適正な下水道使用料体系の設定

審議会に諮問し、長期50年間の財政計画で検討した結果、経営が健全化に向かう見通し
のため、喫緊の使用料改定は不要であるという答申を得た。

10 ②
公共下水道未普及解消
事業

公共下水道区域における未普及地域の解消(北播衛生事務組合南部衛生公園、上中地
区)

汚水管布設工事が完了した。

将来シミュレーションの更
新結果を基に投資・財政計
画を精査し、令和4年度以
降に審議会で検討する。

4,310 4,310

－ 0.0% 37.3%

○

184 11,566

8 ② 下水道ビジョン策定事業

○ 下水道ビジョンの策定

運営審議会で協議を重ね、下水道事業の基本計画となる「下水道ビジョン」を策定した。

5,000

５年を目安に基本計画を見
直す。

4,587 4,587

91.7% － － － － 91.7%

○

5,000

0.0%

12 ③ 上中雨水幹線整備事業

上中・北野・新町地区の浸水被害対策のための上中幹線から千鳥川へ放流する雨水管渠
の整備

○ ○ 完了予定

雨水管布設工事のために必要な実施設計を行い、工事を完了させた。

○ ○ ○

○ ○ 継続 減額 ○ ○11 ②

廃止 ○ ○ 完了 廃止

4,820 48,320

継続 減額

11,160 111 111

38.6% 0.0%

53,140

4,465 36,994 41,459

92.6% 76.6% － － － 78.0%

○ ◎ 　



令和元年度　第2次総合計画　前期基本計画　施策評価シート

282,900

260,832

92.2% － － －

○ 　

13 ③ 浸水被害対策事業

○ 河高地区の浸水被害対策のための安取雨水ポンプ場の整備工事

安取雨水ポンプ場の整備工事が完了した。

0.0% 0.0% 36.6%

2,457,155

282,900

260,832

－ 92.2%

決算　事業費　合計 530,890 369,421 0 0 0 900,311

執行率

予算（計画）　事業費　合計 572,778 461,759 575,209 482,223 365,186

92.7% 80.0% 0.0%


